
， 

一
夫
の
夜
す
る
に
及
び
、
利
長
は
往
年
秀

E
の
荒
山
に

於
け
る
戦
功
を
思
う
て
、
そ
の
也
知
九
千
石
を
襲
が

し
め
た
。
秀
正
後
利
長
に
高
岡
に
従
ひ
、
叉
利
常
の

大
坂
各
陣
に
随
ひ
、
褒
陣
に
は
金
探
城
代
と
な
っ

た
。
元
和
四
年
七
周
十
一
日
夜
。

ヨ
ヅ
カ
ヒ
デ
ヨ
小
塚
秀
世
遺
構
左
勝
。
賀
暦

十
一
日
早
笑
霊
平
の
越
知
二
百
石
を
襲
ぎ
、
後
役
銀
事

行
に
任
じ
た
が
、
明
和
四
年
役
筋
不
婚
の
廉
に
よ
っ

て
一
門
御
預
と
な
り
、
七
年
五
周
十
六
日
知
行
を
召

放
さ
れ
た
。
時
に
四
十
一
歳
。

コ
ヅ
カ
マ
ル
小
塚
丸

J
ト
ウ
エ
モ

Y
マ
ル

藤
右
衛
門
丸
。

ヨ
デ
ヲ
小
寺
能
美
郡
商
代
郷
に
臨
す
る
部
務
。

小
松
町
法
界
寺
の
舟
緒
に
、
同
寺
は
も
と
古
寺
村
に

あ
っ
て
銀
務
院
小
松
寺
と
い
う
た
と
も
あ
る
。
し
か

れ
ば
小
寺
は
古
寺
の
義
か
と
思
は
れ
る
。
小
松
寺
の

省
略
と
見
る
読
は
取
ら
な
い
。

コ
デ
ラ
コ
レ
タ
カ
小
寺
惟
孝
遜
稽
甚
三
郎
・

武
兵
衛
。
事
保
十
八
年
笑
市
郎
右
衛
門
進
路
の
越
知

武
百
石
を
織
ぎ
、
御
馬
廻
に
列
し
、
殴
作
奉
行
・
御

勝
手
方
・
御
作
事
奉
行
に
歴
任
、
寛
政
元
年
百
石
を

増
し
、
次
い
で
御
馬
廻
頭
に
任
じ
、
文
化
元
年
夜
し

た。
コ
デ
ヲ
ジ
ン
Z

モ
ン
小
寺
甚
右
衛
門
突
を
新

兵
衛
と
い
ひ
、
県
臣
秀
吉
の
臣
で
あ
っ
た
。
甚
右
衛

門
は
越
中
守
山
に
て
前
回
利
畏
に
召
出
さ
れ
、
除
五

百
石
を
受
け
、
元
和
元
年
大
坂
の
役
に
五
周
七
日
岡

山
口
に
て
戟
死
。
子
孫
世
々
務
に
仕
へ
る
。

コ
デ
ヲ
ヒ
ザ
タ
カ
小
寺
久
掌
遺
構
平
左
衛
門
。

突
は
甚
右
衛
門
宗
休
。
線
五
百
石
。
曾
所
奉
行
を
経
、

御
算
用
場
奉
行
に
去
っ
た
が
、
元
疎
九
年
鍛
儲
の
際

そ
の
磁
置
笛
を
得
ざ
る
を
以
て
役
儀
を
掃
除
か
れ
、

十
五
年
残
し
た
。

コ
ツ
ー
ー
コ
ト

コ
デ
ラ
ユ
キ
ミ
チ
小
寺
遵
路
湿
構
武
兵
衛
・

市
郎
右
衛
門
。
字
は
奥
義
。
脱
は
希
光
滞
。
悦
線
五

百
石
。
曾
腕
奉
行
・
御
横
目
・
御
歩
顕
に
臆
任
L
、
亭

保
十
八
年
七
用
サ
七
日
四
十
五
践
を
以
て
授
。
延
路

皐
を
室
鴻
巣
に
受
け
、
最
も
六
経
に
謹
〈
、
迭
に
室

門
七
才
の
一
に
政
へ
ら
れ
た
が
、
詩
文
は
得
意
と
す

る
腕
で
な
か
っ
た
。

コ
デ
ン
吉
田
加
賀
務
で
殴
作
法
を
施
行
し
た

以
前
か
ら
存
し
て
ゐ
た
岡
地
を
い
ふ
の
で
、
そ
れ
以

後
の
新
聞
に
封
す
る
名
穏
で
あ
る
。

コ
ト
琴
河
北
郡
五
ケ
庄
に
臨
す
る
酪
帯
。

ヨ
ド
ウ

E
論一

4
セ
キ
キ
ヨ
コ
ド
ウ
石
底

E

遣
。
ゴ
ト
ウ
Z

ツ
ジ
ヨ
ウ
後
藤
腕
乗
下
後
藤
穂
来

の
次
子
。
遇
務
理
兵
衛
、
部
は
光
邦
。
白
銀
師
で
、

上
後
藤
の
演
采
と
隔
年
交
代
し
て
金
様
に
下
っ
た
。

ゴ
ト
ウ
Z

ン
ジ
ヨ
ウ
後
藤
演
乗
上
後
藤
姪
莱

の
子
。
遇
税
勘
兵
衛
、
簡
は
光
英
。
前

m綱
紀
の
時

下
後
藤
の
悦
采
と
隔
年
交
代
し
て
下
り
、
白
銀
師
の

事
に
奥
っ
た
が
、
後
に
は
専
ら
京
都
に
民
て
綱
紀
の

書
籍
蒐
集
の
任
に
詰
っ
た
。

ゴ
ト
ウ
カ
タ
ジ
ヨ
ウ
後
藤
揺
乗
活
穏
は
勘
兵

衛
、
諒
は
光
信
。
提
莱
の
焚
長
束
は
琢
莱
の
従
兄
弟

で
、
白
銀
師
を
職
と
し
、
悦
に
上
後
藤
と
稽
せ
ら
れ

た
。
提
莱
寛
永
中
前
回
利
常
に
召
出
さ
れ
、
下
後
藤

の
額
莱
と
隠
年
交
代
し
て
金
・
探
に
下
り
製
作
に
従

う
た
。ゴ
ト
ウ
カ
ズ
チ
カ
後
藤
和
睦
諮
稽
彦
三
郎
。

穴
生
方
で
、
城
中
の
石
蹟
築
遣
を
司
っ
た
入
。
文
政

八
年
金
城
深
秘
録
を
著
し
た
。

ゴ
ト
ウ
カ
ン
ベ
Z

後
藤
勘
兵
衛
山
口
宗
永
の

臣
。
大
理
寺
城
が
前
回
利
長
の
鑓
に
攻
撃
せ
ら
れ
た

時
、
勘
兵
衛
は
宗
永
の
使
者
と
し
て
‘
丹
羽
長
重
の

後
援
を
得
る
鑓
に
小
松
に
赴
〈
の
任
に
詰
っ
た
。

ゴ
ト
ウ
キ
ヨ
ザ
ダ
後
藤
清
定
週
縛
清
左
衛
門
。

七
兵
衛
設
請
の
二
男
。
白
銀
師
や
・
業
と
し
、
別
家
を

・京て
L
才
次
郎
忠
清
の
跡
式
を
復
興
し
た
。
明
和
五

年
十
二
月
品
川
四
日
夜
し
て
子
が
な
か
っ
た
。

ゴ
ト
ウ
キ
ヨ
シ
ゲ
後
藤
清
霊
後
藤
市
右
衛
門

の
子
。
右
兵
衛
清
永
は
、
越
後
に
生
ま
れ
て
白
銀
師

そ
梁
と
し
、
寛
永
五
年
に
夜
し
た
。
右
兵
衛
は
ま
た

兵
陣
頭
に
作
り
‘
務
永
は
清
定
に
も
作
る
。
清
永
の

子
市
右
衛
門
消
震
、
前
倒
利
長
の
越
中
高
閲
に
退
隠

し
た
時
有
さ
れ
て
挨
持
宥
給
は
り
、
後
金
揮
に
移
っ

て
寛
文
四
年
二
月
夜
し
た
。
清
霞
の
子
孫
は
慨
に
加

賀
後
藤
と
癖
せ
ら
れ
る
。

ゴ
ト
ウ
キ
ヨ
ス
ガ
後
藤
清
冷
遇
構
清
次
郎
。

七
兵
衛
久
請
の
子
。
白
銀
師
を
業
と
し
、
安
永
八
年

十
月
二
十
日
夜
。

ゴ
ト
ウ
キ
ヨ
ノ
プ
後
藤
清
寅
迦
構
七
兵
衛
。

清
次
郎
殴
消
の
子
。
白
銀
師
b
乳
業
と
し
、
一
元
機
元
年

十
一
月
サ
七
日
夜
。

ゴ
ト
ウ
ケ
キ
ユ
ウ
キ
御
嘗
家
奮
記
.
一
加
。
前

回
家
の
穏
々
の
典
故
を
説
諮
問
に
記
し
た
も
の
で
、

同
事
畠
披
問
答
か
ら
紡
料
を
取
り
、
明
か
俄
事
を
加

へ
た
も
の
ら
し
い
。

ゴ
ト
ウ
ケ
ン
ジ
ヨ
ウ
後
藤
間
関
乗
京
都
の
白
銀

師
後
藤
琢
采
の
家
は
、
そ
の
子
徳
莱
の
時
か
ら
、
長

莱
の
家
に
謝
し
て
下
後
藤
と
言
は
れ
た
。
徳
莱
の
子

理
兵
衛
顕
莱
諦
E
鰐
に
至
り
、
寛
永
申
前
回
利
常
に

百
五
十
石
や
・
磯
せ
ら
れ
、
上
後
藤
と
隔
年
金
揮
に
下

っ
た
。ゴ
ト
ウ
ザ
ダ
ツ
グ
後
藤
定
次
逝
稽
才
次
郎
。

世
に
九
谷
焼
の
創
始
者
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
工

人
で
は
な
く
、
そ
の
段
督
者
で
あ
っ
た
ら
う
。
元
来

才
次
郎
は
金
工
で
、
大
型
寺
務
分
立
の
際
加
賀
務
か

ら
従
屈
せ
し
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
江
沼
桜

丸
谷
に
陶
窯
を
起
し
た
こ
と
は
、
同
地
に
金
山
が
あ

っ
て
、
才
次
郎
が
山
師
の
監
督
を
し
て
ゐ
た
こ
と
が

前
提
と
な
る
の
で
あ
る
。
才
次
郎
は
寛
永
十
九
年
の

大
聖
寺
務
分
限
帳
に
百
五
十
石
と
見
え
て
、
今
年
五

十
石
加
増
と
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ま
で
は
知
行
百
石
で

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
次
い
て
正
保
三
年
・
承
郎
元
年

の
分
限
帳
に
も
載
せ
ら
れ
、
高
治
三
年
務
中
一
前
問
利

治
卒
去
の
後
申
揮
久
兵
衛
が
殉
死
せ
ん
と
し
た
時
、

才
次
郎
は
一
番
に
庇
付
け
た
が
面
接
を
得
な
か
っ
た

こ
と
が
記
さ
れ
、
そ
の
後
の
一
切
は
杏
と
し
て
知
ら

れ
ぬ
。
才
次
郎
の
簡
が
定
次
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
同

地
願
成
寺
及
び
本
替
寺
の
鏡
銘
に
記
さ
れ
、
究
交
流

乙
巳
季
春
加
賀
後
藤
定
次
作
と
鏑
し
た
銭
鐸
ハ
川
口

捗
著
鐸
大
観
所
載
〉
の
あ
る
の
も
同
人
と
見
ら
れ
る
。

こ
の
才
次
郎
定
次
が
、
才
次
郎
吉
定
の
子
で
あ
っ
た

こ
と
は
、
本
家
苦
定
の
末
商
た
る
七
兵
衛
の
家
記
に

よ
っ
て
確
貨
で
あ
る
。
但
し
大
事
寺
町
質
検
院
の
過

去
帳
に
才
次
郎
を
天
和
三
年
三
周
回
日
夜
と
記
す
る

も
の
は
信
ず
る
こ
と
を
得
ぬ
。
元
来
こ
の
寺
の
過
去

帳
に
は
、
天
和
三
年
三
月
五
日
間
村
櫨
十
良
究
義
山

院
忍
翁
宗
利
な
る
も
の
が
記
さ
れ
て
民
た
の
で
、
そ

れ
を
九
谷
初
期
の
陶
工
閉
村
櫨
左
右
衛
円
で
あ
る
と

推
定
し
た
上
で
、
才
次
郎
の
法
名
を
之
と
類
似
の
泰

岳
院
安
翁
惇
請
と
し
、
忌
辰
も
亦
一
日
謹
ひ
と
定
め

た
ら
し
く
思
は
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

ゴ
ト
ウ
ジ
Z

モ
ン
後
藤
次
右
衛
門
慶
長
十
年

の
前
田
利
長
が
富
山
養
老
附
士
艇
に
、
組
外
衆
百
石

後
藤
治
ハ
次
〉
右
衛
門
と
あ
る
も
の
で
、
十
九
年
俣
の

箆
去
後
金
律
に
踊
っ
た
。
元
和
五
年
浅
野
屋
次
郎
兵

衛
に
銀
座
を
、
後
藤
才
次
郎
に
吹
座
を
命
ぜ
ら
れ
た

が
、
翌
六
年
金
屋
彦
次
郎
を
更
に
銀
座
と
し
‘
後
藤

次
右
衛
門
は
彦
次
郎
所
属
の
吹
座
と
な
っ
た
。
そ
の
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